
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：三河港改修工事（統合補助）橋梁

塗替工
�２ 発 注 者：愛知県三河港務所
�３ 工事場所：愛知県豊橋市神野新田町地内
�４ 工 期：平成２３年８月９日～

平成２４年３月１０日
静岡県牧之原市の東名高速道路上で産業廃棄物
運搬の大型トラックのタイヤが脱落し、観光バス
を直撃した事故で、トラックは最大積載量（１１ト
ン）の約１．５倍の産業廃棄物を積んでいたことが
判明という新聞記事を目にしたことは記憶に新し
いことと思います。過積載…このくらいは大丈夫
とか、これだけ積まないと仕事にならないとか、
自分勝手で安易な考えが重大事故を招く原因とな
るのでしょう。
公共工事においても民間工事においても土木・
建設会社である以上は着手から完成までの間、あ
らゆる可能性を考え事故防止に努めなければなら
ないと思います。
今回の工事で仮設資材の搬入・搬出及び研削材
の搬入・ケレンダストの搬出において我社も大型
運搬車両で高速道路を利用して搬入・搬出を行わ
なければならない現場でした。安全管理を行う上

で、現場での安全管理には抜かりなく計画して実
施してきましたが、この過積載防止という点では
正直、今までは重要な安全管理として計画してい
なかったように思えます。従来、下請け業者・資
材業者に過積載防止の案内を配布する程度であっ
たようです。事故がおきてからでは遅いのです。
本工事に着手前に当社にて社長・現場代理人・
主任技術者・現場主任・安全衛生管理者等で行っ
た事前会議にて計画して実施した事を述べます。

２．現場における問題点

本工事において橋梁塗装工事に絶対必要となる
吊り足場の仮設工事には資材の搬入・搬出の過積
載が問題になりました。
又、この工事は研削材を使用して既存塗膜を除
去する仕様となっており、約７０ｔの研削材の搬入
と使用後のケレンダストの搬出においての過積載
も問題になりました。
ケレンダストの搬出以外は当社の保有する大型
車両による搬入・搬出でした。
ただ単に過積載をしないように注意するだけで
はダメだと思います。重量をその都度計量する方
法で安全管理を行う。これしかないと思います。
ではどのような方法で計量したらいいのか？ 計
量機器にコストが掛り過ぎないか？
こんな問題がありました。
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３．対応策と適用結果

①資材を積んだ状態をポータブル重量計で計測
する方法
②クボタ自重計を利用して資材を計測しながら
大型車両に積載する方法
この２つの方法をどちらにするかを検討しました。
①のポータブル重量計では積載した後で計量す
るので、多く積み過ぎた積場合には荷卸ししなけ
ればなりません。またレンタルするにも購入する
にも費用が掛ります。

図－１ ポータブル重量計

②のクボタ自重計を使用する場合には資材を吊
った状態でその都度計測して積載するので過積載
にストップをかけられます。
費用もポータブル重量計より低コストでレンタ
ルするより購入して今後に活用できます。よって
この方法を採用しました。
図－２は実際の大型車両に積載する前の計量状
況です。足場の単管（６ｍ・５ｍ・２ｍ・１．５ｍ）・
クランプカゴ・チェーンカゴ等をその都度計量し

てから積載しました。

図－３ 研削材の計量積載状況

研削材を搬入する場合においてもクボタ自重計
にて計量して積載しました。

表－１ 資材積載自重記録表

表－１はその計測記録を書類にて記録したもの
です。記録を残すことで従業員に過積載防止に対
する安全管理を植え付けようという事です。
この過積載防止に関する安全管理を行ったこと
により過積載によるトラブル・事故等がなく完成
することができました。

４．おわりに

明日は我が身、過積載による交通事故・トラブ
ルで会社の信用を無くし、取返しのつかない過ち
にならないようにしなければ土木建設業を営む資
格はないのでは。
着手から完成、もちろん現場内の安全管理には
徹底する事は当たり前として、現場外の安全にも
気を配る事も重要と言えましょう。
今後もクボタ自重計を利用しての過積載防止安
全管理は必然の事と計画・実施する所存です。図－２ クボタ自重計KL―N―HS―２０
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